
宇部工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 応用数学Ｂ
科目基礎情報
科目番号 0057 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「新 応用数学」 高遠 節夫 他 （大日本図書）
担当教員 服部 勝己
到達目標
1.　基本的な複素数の関数と微分に関する計算，および正則関数の判別や写像に関する計算ができる．
2.　複素積分の定義や性質およびコーシーの積分定理を用いて，いろいろな複素積分の値を求めることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1
　 基本的な複素数の関数お
よびその微分を，正しく計
算でき，写像としての複素
関数が理解できる．

　 基本的な複素数の関数お
よびその微分を，正しく計
算できる．

　 基本的な複素数の関数お
よびその微分を，正しい手
順で計算できる．

　基本的な複素数の関数お
よびその微分を，正しい手
順で計算できない．

評価項目2
　コーシーの積分定理・積
分表示を応用して，いろい
ろな複素積分の値を正しく
計算できる．

　　簡単な複素積分の値を
，正しく計算できる．

　簡単な複素積分の値を
，正しい手順で計算できる
．

　簡単な複素積分の値を
，正しい手順で計算できな
い．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
　振動や交流に関する現象に限らず，様々な物理量を複素数を用いて表すことによって，実数の範囲では個別に扱われ
ていた物理量を統一的に扱うことができるようになる場合が多々あり，理論や公式および問題解決の手法を理路整然と
した一貫性のある形式にまとめることが可能となる．
　複素数から複素数への写像としての複素関数の概念や性質，および複素関数の微積分について講義する．

授業の進め方・方法

　各回の講義の後半で自学習の練習課題を実施し，講義中に使用した自学習の演習課題プリントと共に講義終了時に回
収する．
　演習課題プリントは評価後は直ちに返却するので，家庭学習の資料として用いること．
　練習課題プリントは評価後は次回の講義時に返却する．講義中に練習課題に充てることができる時間は十分ではない
ので，かなりの部分が未完成となるであろうが，返却時には解答例を掲示するので各自で家庭学習として完成させてお
くこと．

注意点
　一般科目の数学で履修した基礎知識に基づき発展させた内容を扱うので，関連科目で履修した知識の修得が不十分な
場合は講義に関連する事項の過去の知識の確認・復習が重要である．また講義後に理解が不十分な箇所があれば十分に
復習し，曖昧な箇所を残したまま次回の講義に臨むことの無いよう留意すること．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 第４章 §１ 1.1　複素数と極形式 　複素数の四則演算ができ，極形式を用いて表示する
ことができる．

2週 第４章 §１ 1.2　絶対値と偏角 　極形式を用いた複素数の計算ができる．

3週 第４章 §１ 1.3　複素関数　（１） 　複素関数としての指数関数や三角関数の計算ができ
る．

4週 第４章 §１ 1.3　複素関数　（２） 　複素関数による写像が理解できる．

5週 第４章 §１ 1.4　正則関数
　基本的な複素関数の微分ができる．
　複素関数の正則性について，微分可能性との相違を
説明できる．

6週 第４章 §１ 1.5　コーシー・リーマンの関係式 　コーシー・リーマンの関係式を用いて複素関数の正
則性を判別でき，その導関数を求めることができる．

7週 第４章 §１ 1.6　逆関数　（１） 　複素数の累乗根関数が多価関数であることを説明で
き，その値を求めることができる．

8週 第４章 §１ 1.6　逆関数　（２）
　複素数の対数関数が無限多価関数であることを説明
でき，その値を求めることができる．
　逆関数の微分法則に基づき，累乗根関数や対数関数
に関する微分公式を導くことができる．

4thQ

9週 第４章 §２ 2.1　複素積分　（１） 　複素数を用いた方程式で，複素平面上の線分や曲線
を表すことができる．

10週 第４章 §２ 2.1　複素積分　（２） 　複素積分の定義に基づいて，複素積分の値を求める
ことができる．

11週 第４章 §２ 2.1　複素積分　（３）
　複素積分の性質に基づいて，接続された積分路での
複素積分の値を求めることができる．
　不定積分の存在に関する条件を判別でき，不定積分
を用いた複素積分の計算ができる．

12週 第４章 §２ 2.2　コーシーの積分定理　（１） 　コーシーの積分定理を用いて，いろいろな複素積分
の値を計算できる．

13週 第４章 §２ 2.2　コーシーの積分定理　（２） 　コーシーの積分定理を用いた積分路の変形が理解で
き，複素積分の値を求めることに応用できる．

14週 第４章 §２ 2.3　コーシーの積分表示
　コーシーの積分表示および微分係数や導関数の積分
表示を用いて，いろいろな複素積分の値を計算できる
．

15週 定期試験 　これまでの範囲から出題された，定期試験の問題が
解ける．

16週 試験答案の返却・解説
アンケート実施 　試験で間違った箇所を確認し訂正できる．



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 自学自習の演習問題 自学自習の練習問題 合計
総合評価割合 60 20 20 100
知識の基本的な理解 60 0 0 60
思考・推論・創造への適用
力 0 20 0 20

汎用的技能 0 0 20 20


